
やさしい中学公民 4-3 後半(p69～p79)チェック問題  氏名                              

(1) 国に対して人間らしい生活の保障を要求する権利を[①  権]という。その中でも基本
き ほ ん

となるのが「健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な最低
さいてい

限度
げ ん ど

の生活
せいかつ

を営
いとな

む権利」である[②  権]である。他にも「能力
のうりょく

に応
おう

じて、ひとしく

[③   ]を受ける権利」や、「国民が労働
ろうどう

の機会
き か い

を提供
ていきょう

するように国に要求する」[④  の権利]など

がある。この権利を守るため 3 つの権利が保障されている。労働者
ろうどうしゃ

が自主的
じしゅてき

に労働
ろうどう

組合
くみあい

をつくったり加入
かにゅう

したりできる権利である[⑤  権]。労働組合が労働条件
じょうけん

改善
かいぜん

のために交渉
こうしょう

する権利である[⑥  権]。

団体
だんたい

交渉
こうしょう

がうまくいかないときに、ストライキなどを行うことができる権利である[⑦  権]である。こ

れら 3 つを合わせて[⑧  権]という。 

(2) 国民が政治
せ い じ

に参加
さ ん か

する権利を[①  権]という。第 15 条では、国会
こっかい

議員
ぎ い ん

のような代表者
だいひょうしゃ

などを選出
せんしゅつ

す

る権利である[②  権]、選挙に立候補
りっこうほ

できる権利である[③  権]が保障されている。また第 79 条で

は、最高
さいこう

裁判所裁
さいばんしょさい

判官
ばんかん

に対して国民が投票
とうひょう

して審査
し ん さ

できる権利である[④   ]が保障されている。第

96 条では、憲法
けんぽう

改正
かいせい

に対して国民が賛成
さんせい

・反対
はんたい

の投票できる権利である[⑤   ]が保障されている。 

(3) 新しい人権として、自分の生き方や生活について自由に決定する権利である[①  権]がある。例として

医療
いりょう

現場
げ ん ば

で、患者
かんじゃ

が医師から十分に説明を受けたうえで治療
ちりょう

方針
ほうしん

に同意
ど う い

することを[②   ]などがあ

る。他の新しい人権としては、個人の私的
し て き

な生活をほかの人に勝手
か っ て

に公開
こうかい

されない権利である[③  の

権利]がある。2003 年には[④  法]が制定された。さらに、国や地方
ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

に情報の公開を求める

ことができる[⑤  権利]や、国民が公害
こうがい

から身を守り、健康
けんこう

で快適
かいてき

な生活を送ることができる環境を求

める権利である[⑥  権]がある。 

(4) 日本国憲法では、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の利益
り え き

とぶつかるときに調整
ちょうせい

するための原理
げ ん り

である[①   ]に反しない限

り、基本的人権が認められている。また国民の義務
ぎ む

についても定めている。三大義務は[②  、  、  ]

である。 

 

(1)① 社会権
しゃかいけん

 (1)② 生存権
せいぞんけん

 (1)③ 教育
きょういく

 

(1)④ 勤労
きんろう

の権利 (1)⑤ 団結権
だんけつけん

 (1)⑥ 団体
だんたい

交渉権
こうしょうけん

 

(1)⑦ 団体
だんたい

行動権
こうどうけん

 (1)⑧ 労働
ろうどう

基本権
きほんけん

(労働
ろうどう

三権
さんけん

) (2)① 参政権
さんせいけん

 

(2)② 選挙権
せんきょけん

 (2)③ 被
ひ

選挙権
せんきょけん

 (2)④ 国民
こくみん

審査
し ん さ

 

(2)⑤ 国民
こくみん

投票
とうひょう

 (3)① 自己
じ こ

決定権
けっていけん

 (3)② インフォームド・コンセント 

(3)③ プライバシーの権利 (3)④ 個人
こ じ ん

情報
じょうほう

保護法
ほ ご ほ う

 (3)⑤ 知る権利 

(3)⑥ 環境権
かんきょうけん

 (4)① 公共
こうきょう

の福祉
ふ く し

 

(4)② 普通
ふ つ う

教育
きょういく

を受けさせる義務、勤労
きんろう

の義務、納税
のうぜい

の義務 

 


